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小中野中学校だより 令和３年 ７月 ２日

第１８６号

ひとつのつぼみはいちどしかひらかない

6 月１９日（土）から３日間にわたり、第７２回八戸市中学校体育大会夏季大会が行われまし
た。今年もコロナの影響で、総合開会式が行われませんでした。観客、応援の方法や人数に制限
が課され、中には無観客・無応援の競技も。それでも何も行われなかった昨年度に比べれば、大
会を開催できるだけでも今年の選手は恵まれていました。昨年度の３年生の思いを背負っての大
会となりました。来年こそはコロナを収束させ、例年通りの市中体夏季大会を迎えさせたいと願
っています。
競技では、女子剣道部が惜しくも準優勝、市春季大会優勝の男子バレー部と野球部が第３位と、

優勝カップを獲ることはできませんでした。期待通りに勝つということは、当たり前のようで、
実は難しい。この大会、第１シードで優勝した競技は１６チーム中９チームしかありませんでし
た。持っている力を平常心で出すことの難しさ、これを実感したのではないでしょうか。この悔
しさを糧に、さらに強い自分を創ってほしいと思います。次の目標に向けての挑戦が始まってい
ます。頑張っていきましょう。
１、２年生の皆さん、３年生の頑張り、活躍を目に焼き付けたはずです。暑い夏とコロナを乗

り切り、秋には大輪の花を咲かせてほしいと思います。
県大会には、女子剣道部７名が団体戦に出場します。７月１７日（土）五所川原市民体育館で

行われます。市の大会と同じで、無観客です。小中野中の代表として、大いに頑張ってきてほし
いと思います。県大会での更なる活躍を期待します。

女子剣道部：部長 〇〇 〇〇
女子剣道部は団体準優勝、個人戦では実力を発揮できた人もいれば、できなかった人もいまし

た。結果としては悔しい部分もありましたが、それぞれ宣言した目標を胸に最後まで戦い抜くこ
とができたと思います。今までの部活動を振りかえると、楽しいことだけではなく、辛いことも
多くあり、逃げ出したくなるような時もありました。それでも逃げずに、誰もが諦めることなく
稽古に取り組んできました。普段の稽古で逃げなかったことが夏季大会での戦いにつながったと
思います。諦めないことがどれだけ大切なことか学ぶことができました。これからの県大会に向
けても、この諦めない心を胸に努力していきます。応援、ありがとうございました。
男子バレーボール部 部長 〇〇 〇〇
男子バレーボール部は準決勝、湊中に０－２で負けてしまいました。試合では緊張して自分た

ちの力を出し切れずに負けてしまい、とても悔しい結果となってしまいました。壮行会で宣言し
た「全てにおいて優勝する」は、競技では優勝できなかったものの、挨拶、練習中の声、他の試
合の審判などは市内の学校の中で一番だったと思います。これまでの部活動で僕たちは挨拶や礼
儀の大切さを学びました。挨拶や礼儀がきちんとしていると自然と応援されるチームになり、そ
れが自信につながります。１、２年生の皆さん、僕たちが学んだことを生かして次の大会でよい
結果を得られるように頑張ってください。
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野球部 部長 〇〇 〇〇
僕たち野球部は準決勝の市川中学校戦で０-４で敗れました。この大会での目標であった三連

覇は果たせませんでしたが、部全体でのテーマ「全員野球」「創造野球」は達成できたと思いま
す。僕たちは３年間の部活動で、日常生活においての礼儀や物事に取り組む時の心の持ち方など、
様々なことを学びました。２年生は悔しい思いをしてほしくありません。大会で見たあの団結力
をぜひ練習でも発揮し、自分たちの大会の時は笑って終われるようにしてください。応援、あり
がとうございました。
男子剣道部 部長 〇〇〇 〇〇
僕たち男子剣道部は１回戦三条中と戦い、０－４で負けてしまいました。しかし、目標であっ

た「練習してきたことを信じ、諦めず攻め抜く」という目標を胸にみんなが相手を恐れずに自分
から攻めに行くことができていたので良かったです。先に一本取られたとしても取り返そうと必
死で前に前に自分から打ちに行くことができたので良かったです。この大会で色々な人に支えら
れながら部活をしてきたのだと実感しました。そして感謝することの大切さを学びました。これ
からは支えてくださった人に恩返しできるように「ありがとう精神」を忘れずに、生活していき
たいと思います。皆さん、本当に応援ありがとうございました。
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